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圧
倒
的
な
迫
力
で
観
る
人
を
感
動
さ
せ
る
「
ね
ぶ

た
」
や
「
ね
ぷ
た
」
は
、
青
森
県
の
夏
の
代
名
詞
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
一
方
で
ね
ぶ
た
程
の
迫

力
は
な
い
も
の
の
、
夏
祭
り
の
時
期
に
あ
ち
こ
ち
に

飾
ら
れ
る
「
金
魚
ね
ぶ
た
」
も
ま
た
、
人
の
心
を
ほ

の
ぼ
の
と
さ
せ
る
夏
の
風
物
詩
。

　

そ
の
「
金
魚
ね
ぶ
た
」
を
自
宅
で
20
年
も
の
長
き

に
わ
た
り
、
こ
つ
こ
つ
と
手
作
り
し
、
下
北
郡
内
の

老
人
ホ
ー
ム
に
贈
っ
た
り
、
ま
た
下
北
観
光
の
玄
関

口
で
あ
る
大
湊
駅
と
下
北
駅
に
飾
っ
て
、
観
光
客
や

帰
省
客
を
歓
迎
し
、
旅
立
つ
人
を
励
ま
し
続
け
た
。

そ
れ
が
「
下
北
の
凧
の
会
」
の
前
会
長
・
今
井
茂

（
享
年
88
才
）
さ
ん
。
「
下
北
の
凧
の
会
」
の
二
代

目
会
長
と
し
て
、
長
く
会
を
牽
引
し
て
来
た
今
井
さ

ん
だ
っ
た
が
、
一
昨
年
病
気
に
よ
り
ご
逝
去
さ
れ
た
。

「
今
井
さ
ん
の
仁
徳
と
思
い
を
後
世
に
伝
え
よ
う
」

と
、
濱
中
新
一
郎
・
新
会
長
の
も
と
「
凧
文
化
」
の

伝
承
に
取
組
ん
で
い
る
。

　

「
下
北
の
凧
の
会
」
は
平
成
６
年
に
津
軽
凧
の
普

及
と
伝
統
の
継
承
を
目
的
に
「
む
つ
津
軽
凧
愛
好

会
」
と
し
て
発
足
。
そ
の
後
、
会
の
名
称
を
「
下
北

の
凧
の
会
」
に
変
更
し
た
。
津
軽
凧
に
拘
ら
ず
「
下

北
凧
」
の
「
描
く
、
作
る
、
揚
げ
る
」
の
伝
統
を
育

成
し
発
展
さ
せ
た
。

　

同
会
は
、
む
つ
市
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
定
期

的
（
４
月
～
11
月
ま
で
の
、
第
２
・
第
４
土
曜
日
10

時
～
12
時
）
に
凧
作
り
教
室
を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、

学
校
や
公
的
機
関
か
ら
の
求
め
に
応
じ
、
凧
作
り
教

室
や
金
魚
ね
ぶ
た
作
り
の
教
室
を
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
子
供
達
の
夏
休
み
や
冬
休
み
に
合
わ
せ
て
工

作
教
室
や
凧
揚
げ
会
を
開
い
た
り
、
市
内
の
各
種
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
地
域
活
性
化
の
一
役
を
担
っ
て

い
る
。

　

単
に
「
凧
を
作
る
、
凧
を
揚
げ
る
」
と
い
う
活
動

か
ら
、
民
俗
学
、
美
術
、
民
芸
、
伝
承
文
化
の
側
面

を
意
識
し
た
幅
の
広
い
活
動
展
開
と
、
凧
作
り
や
凧

揚
げ
を
通
し
た
青
少
年
健
全
育
成
活
動
は
、
地
域
に

お
い
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

昨
秋
、
む
つ
市
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
「
ふ
れ

あ
い
福
祉
展
」
に
お
い
て
、
む
つ
市
の
イ
メ
ー
ジ
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ム
チ
ュ
ラ
ン
」
を
題
材
に
し
た
「
ム

下北の凧の会
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チ
ュ
ラ
ン
提
灯
」
の
手
作
り
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
。
あ
ら
か
じ
め
用
意
し

た
材
料
が
な
く
な
る
程
の
盛
況
さ
で
、
立
寄
っ
て
く
れ
た
お
客
さ
ん
の

大
半
が
、
高
齢
者
だ
っ
た
と
の
こ
と
。

　

濱
中
会
長
は
「
こ
れ
ま
で
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
子
供
達
を
対
象
に

活
動
し
て
き
た
が
、
お
年
寄
り
の
方
も
目
を
輝
か
せ
て
提
灯
作
り
を
し

て
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。
指
先
を
使
う
事
は
認
知
症
予
防
に
も
効

果
的
と
聞
い
て
お
り
、
今
後
は
高
齢
者
を
対
象
に
し
た
凧
作
り
や
金
魚

ね
ぶ
た
作
り
も
進
め
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　

そ
し
て
同
会
の
杉
村
日
呂
美
さ
ん
が
言
う
。
「
『
遊
戯
の
精
神
を
欠

い
た
文
化
は
崩
壊
す
る
』
と
喝
破
し
た
歴
史
学
者
が
い
る
け
ど
、
凧
を

作
り
、
凧
を
揚
げ
る
と
い
う
一
連
の
活
動
の
中
に
は
、
創
造
と
い
う
文

化
の
本
質
が
潜
ん
で
い
る
。
昔
遊
び
の
郷
愁
と
し
て
勧
め
る
の
で
は
な

く
、
「
創
造
的
な
遊
び
」
と
し
て
凧
作
り
を
推
奨
し
た
い
。
自
分
の

手
作
り
し
た
凧
が
、

風
を
捉
え
糸
を
ぐ

い
ぐ
い
と
引
き
な

が
ら
空
に
吸
い
込

ま
れ
て
い
く
感
触

を
、
多
く
の
人
に

感
じ
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
く
れ
た
。

（
地
域
情
報
通
信
員

　

菊
池
三
十
義
）
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“冬”を楽しもう！
冬季スポーツイベント

カーリング交流大会結果

スキー交流大会結果

◎優 勝	 シニアあすなろチーム
◎準 優 勝	 アップルズチーム
◎３ 位	 初雪チーム
◎シルバー賞	 あすなろチーム

・７５歳以上の部
　◎優 勝	 煤田　　実（青森市）
　◎準優勝	 葛西　隆吉（青森市）
・７０～７４歳の部
　◎優 勝	 斉藤　良雄（弘前市）
　◎準優勝	 岩渕　隆三（八戸市）
・６５～６９歳の部
　◎優 勝	 樋口　光郎（平川市）
　◎準優勝	 宇野　静夫（青森市）
・６０～６４歳の部
　◎優 勝	 工藤　茂雄（弘前市）
　◎準優勝	 小野勝一郎（平川市）

　

平
成
27
年
12
月
３
日
（
み
ち
ぎ
ん
ド
リ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム
・
青
森
市
）
、

平
成
28
年
１
月
30
日
（
大
鰐
温
泉
ス
キ
ー
場
・
大
鰐
町
）
で
雪
国
な
ら
で

は
の
「
あ
お
も
り
シ
ニ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
」
と
し
て
、
カ
ー
リ
ン
グ
交
流
大
会
と
ス
キ
ー
交
流
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

大
会
は
、
県
長
寿
社
会
振
興
セ
ン
タ
ー
が
主
催
。
運
動
不
足
に
な
り
が

ち
な
冬
期
間
を
、
雪
国
な
ら
で
は
の
ス
ポ
ー
ツ
で
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り

と
社
会
参
加
を
目
的
に
行
っ
て
お
り
、
今
年
で
６
回
目
と
な
る
。

▽�　

カ
ー
リ
ン
グ
交
流
大
会
は
34
名
が
参
加
。
初
心
者
の
参
加
者
も
多
く
、

例
年
以
上
に
掛
け
声
や
歓
声
が
あ
が
り
賑
や
か
な
大
会
と
な
っ
た
。
山

本
正
教
さ
ん
（
青
森
市
）
・
鶴
岡
真
理
子
さ
ん
（
青
森
市
）
の
選
手
宣

誓
の
後
、
カ
ー
リ
ン
グ
協
会
協
力
の
も
と
講
習
会
を
実
施
。
基
礎
か
ら

教
わ
り
身
体
も
暖
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
試
合
開
始
と
な
り
、
ハ
ウ
ス
に
集

中
し
気
合
の
こ
も
っ
た
一
投
を
投
じ
た
。

▽�　

ス
キ
ー
交
流
大
会
は
33
名
が
参
加
。
今
年
は
小
雪
の
為
、
コ
ー
ス
を

フ
ァ
ミ
リ
ー
ゲ
レ
ン
デ
に
変
更
し
て
の
大
会
と
な
っ
た
。
西
塚
幸
弘
さ

ん
（
青
森
市
）
・
小
野
律
子
さ
ん
（
青
森
市
）
の
選
手
宣
誓
の
後
、
競

技
開
始
。
こ
の
交
流
大
会
は
ト
ラ
イ
ア
ル
（
試
走
）
計
測
後
、
各
自
が

コ
ー
ス
滑
走
の
所
用
時
間
を
予
想
。
そ
の
後
の
本
レ
ー
ス
と
の
タ
イ
ム

差
が
少
な
い
方
が
上
位
と
な
る
ル
ー
ル
。
出
場
し
た
選
手
た
ち
は
、
年

齢
を
全
く
感
じ
さ
せ
な
い
滑
り
で
、
ゲ
レ
ン
デ
を
踊
る
よ
う
に
降
り
て

い
た
。
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平
成
28
年
３
月
９
日
、
青
森
市
の
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ザ
ア
ラ
ス
カ
に
お
い
て
ラ

ジ
オ
放
送
講
座
「
あ
お
も
り
長
寿
セ
ミ
ナ
ー
」
の
第
２
回
ス
ク
ー
リ
ン
グ
及
び
修
了

式
、
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
修
了
生
は
53
名
で
修
了
式
に
は
お
よ

そ
50
名
が
参
加
。

　

ス
ク
ー
リ
ン
グ
で
は
「
魅
力
発
見
！
田
舎
館
」
と
題
し
て
、
「
田
園
」
未
来
を
築

く
会
会
長
の
小
野
正
幸
氏
を
お
迎
え
し
、
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
で
有
名
な
田
舎
館
村
の
村

お
こ
し
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
や
、
地
元
の
観
光
資
源
を
活
用
し
て
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
お
話
い
た
だ
い
た
。

　

修
了
式
で
は
、
受
講
生
を
代
表
し
て
黒
瀧
富
江
さ
ん
（
青
森
市
）
に
、
す
こ
や
か

福
祉
事
業
団
・
佐
々
木
悟
理
事
長
よ
り
修
了
証
書
が
授
与
さ
れ
た
。
佐
々
木
理
事
長

よ
り
「
人
生
90
年
時
代
、
シ
ニ
ア
世
代
の
皆
さ
ん
が
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
長

生
き
を
し
、
医
療
や
介
護
の
お
世
話
に
な
ら
な
い
心
と
体
を
い
つ
ま
で
も
持
ち
続
け

る
事
。
そ
し
て
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
知
識
を
生
か
し
、
皆
さ
ま
自
身
が
情
報
発
信
し

な
が
ら
地
域
と
結
び
つ
い
て
い
か
れ
ま
す
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ

た
。
続
い
て
青
森
放
送
㈱
営
業
局
取
締
営
業
局
長
・

永
澤
均
氏
よ
り
祝
辞
が
あ
り
、
大
村
嗣
郎
さ
ん
（
弘

前
市
）
へ
記
念
品
を
贈
呈
。
最
後
に
対
馬
伊
省
弘
さ

ん
（
青
森
市
）
が
謝
辞
を
述
べ
、
閉
会
し
た
。

　

修
了
式
終
了
後
、
受
講
生
を
中
心
に
構
成
さ
れ
た

実
行
委
員
主
催
の
交
流
会
が
行
わ
れ
、
お
互
い
に
近

況
報
告
を
し
た
り
一
緒
に
歌
っ
た
り
し
、
盛
り
上
が

り
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

平成２７年度

「あおもり長寿セミナー」修了式

スクーリング 小野講師

謝辞・対馬伊省弘さん

青森放送㈱永澤局長より
記念品贈呈

修了証書授与
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平
成
28
年
３
月
15
日
、
青
森
県
総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
で
平

成
27
年
度
青
森
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
修
了
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

年
度
は
１
６
８
名
が
１
年
間
の
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
を
修
了
し
ま
し

た
。

　

初
め
に
、
記
念
講
演
と
し
て
、
八
戸
学
院
短
期
大
学
客
員
教
授

の
三
村
三
千
代
さ
ん
か
ら
「
夢
判
断
～
昔
の
人
は
夢
を
ど
う
と
ら

え
た
の
か
～
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
意
見
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
１
組　

藤
林
仁
次
郎
さ
ん
、
２
組　

工
藤
せ
い
子
さ
ん
、
柴
田
百
代
さ
ん
、

３
組　

正
井
恒
治
さ
ん
、
４
組　

熊
谷
範
一
さ
ん
が
シ
ニ
ア
カ
レ

ッ
ジ
を
受
講
し
て
感
じ
た
こ
と
等
を
自
分
の
言
葉
で
堂
々
と
発
表

し
ま
し
た
。

　

修
了
式
で
は
、
青
森
県
健
康
福
祉
部
高
齢
福
祉
保
険
課
逆さ

か

瀨せ

川が
わ

課
長
代
理
に
も
出
席
い
た
だ
き
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
修

了
生
１
６
８
名
を
代
表
し
て
沼
尾
十
二
さ
ん
（
77
歳
・
青
森
市
）

が
「
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
で
共
に
学
ん
だ
仲
間
と
学
習
成
果
を
地
域

に
還
元
し
、
シ
ニ
ア
の
力
で
各
地
域
を
活
性
化
で
き
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
」
と
、
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
で
学
ん
だ
こ
と

を
振
り
返
り
な
が
ら
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
交
流
会
を
行
い
、
今
年
度
制
作
し
た
記
録
集
を
眺
め

な
が
ら
、
受
講
生
同
士
で
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
修
了
記
念
の
公
開
講
座　

映
画
「
抱
擁
」
上
映
会
が

行
わ
れ
、
受
講
生
だ
け
で
な
く
地
域
の
方
も
集
ま
り
、
満
席
で
の

上
映
会
と
な
り
ま
し
た
。
「
抱
擁
」
は
、
認
知
症
の
母
を
４
年
間

録
り
続
け
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
で
す
。
皆
さ
ん
真
剣
に
ご

覧
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

一
年
間
の
受
講
を
終
え
、
知
識
、
仲
間
と
も
に
増
え
、
有
意
義

な
も
の
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

平
成
27
年
度

青
森
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
修
了
式
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メ
バ
ル
膳
の
堪
能
と
歴
史
探
索
の
旅

１
組
・
藤
林
仁
次
郎

　

私
が
受
講
す
る
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
の
学
習
目
的
の
ひ
と
つ
に
、
ク

ラ
ス
を
基
盤
と
し
た
《
自
主
的
な
学
習
活
動
》
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

に
基
づ
き
１
組
の
佐
々
木
克
子
さ
ん
を
発
起
人
代
表
と
し
、
話
題
の

ご
当
地
グ
ル
メ
「
中
泊
メ
バ
ル
膳
」
を
食
べ
に
行
こ
う
と
、
地
元
中

泊
町
の
受
講
生
の
知
恵
を
得
な
が
ら
計
画
し
ま
し
た
。
早
速
、
各
ク

ラ
ス
へ
も
案
内
を
配
布
し
、
総
勢
49
名
が
参
加
。

　

８
月
27
日
、
青
森
市
を
９
時
に
出
発
。
バ
ス
に
乗
り
込
ん
だ
学
友

は
喜
色
満
面
、
車
窓
か
ら
田
園
や
山
な
み
を
眺
め
な
が
ら
、
一
路
、

十
三
湖
湖
畔
に
あ
る
「
は
く
ち
ょ
う
亭　

奈
良
屋
」
へ
。
早
速
二
階

へ
案
内
さ
れ
、
ま
ず
は
お
茶
で
乾
杯
。

　

凄
い
！
丸
々
一
匹
の
メ
バ
ル
に
震
え
る
箸
。
ホ
ク
ホ
ク
と
程
良
く

柔
ら
か
な
肉
付
き
、
一
緒
に
出
さ
れ
た
特
産
の
蜆
汁
の
味
と
香
り
。

そ
し
て
イ
カ
刺
な
ど
の
溢
れ
る
料
理
に
、
人
目
を
憚は

ば
か
ら
ず
舌
鼓
を
打

っ
た
の
で
す
。
念
願
の
メ
バ
ル
膳
を
堪
能
し
、
外
気
を
吸
い
に
靄も

や

が

か
か
る
十
三
湖
へ
。
秀
峰
岩
木
山
を
眺
め
な
が
ら
の
記
念
写
真
と
な

っ
た
。

　

続
い
て
歴
史
探
索
へ
と
進
む
。
ま
ず
は
太
宰
治
記
念
館
「
斜
陽

館
」
に
て
若
き
日
の
タ
ケ
や
幼
少
期
の
修
治
（
太
宰
治
の
本
名
）
、

青
年
の
頃
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
で
昔
を
偲
ぶ
。
地
元
の
俳
人
・
成
田
千
空

氏
の
一
句
は
誠
に
印
象
的
で
し
た
。

　

秋
夕
日
、
タ
ケ
は
津
軽
の
母
な
り
き　

～
千
空
～

　

そ
の
後
、
司
馬
作
品
に
載
る
幕
末
の
尊
王
論
者
・
吉
田
松
陰
が
同

行
者
と
難
儀
し
て
竜
泊
ラ
イ
ン
を
踏
破
し
た
勇
気
に
感
動
し
、
名
刀

の
反
り
に
似
た
波
打
際
の
形
状
を
見
て
、
一
度
は
足
歩
で
挑
ん
で
み

た
い
と
思
う
。

　

今
回
の
旅
は
、
美
味
し
い
メ
バ
ル
膳
、
そ
し
て
歴
史
探
索
と
数
多

き
思
い
出
を
残
し
大
成
功
で
し
た
。
発
起
人
は
じ
め
関
係
者
に
深
甚

の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

受
講
生
の
思
い
出

謝辞・沼尾十二さん

交流会の様子

修了証書授与

記念講演　三村三千代 氏
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十
和
田
マ
ジ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
は
再
結
成
か
ら
12
年

目
に
入
り
、
前
身
の
愛
好
会
時
代
か
ら
数
え
る
と

30
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
手
品
愛
好
家
の
集
ま
り

だ
。
会
員
た
ち
は
月
に
２
回
、
十
和
田
市
の
南
公

民
館
に
集
ま
り
マ
ジ
ッ
ク
の
腕
前
に
磨
き
を
か
け

て
い
る
。

　

同
ク
ラ
ブ
の
前
身
「
十
和
田
市
手
品
愛
好
会
」

は
１
９
８
３
年
４
月
に
発
足
し
た
が
、
２
０
０
３

年
に
当
時
会
長
だ
っ
た
阿
部
芳
秀
さ
ん
が
亡
く
な

っ
た
こ
と
で
解
散
。
そ
の
後
、
元
会
長
の
畑
山
喜

代
人
さ
ん
（
78
）
が
市
内
の
マ
ジ
ッ
ク
教
室
で
講

師
を
務
め
て
い
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
手
品
好

き
の
市
民
が
再
び
集
ま
り
「
十
和
田
マ
ジ
ッ
ク
ク

ラ
ブ
」
と
し
て
同
年
12
月
に
再
び
ス
タ
ー
ト
を
き

っ
た
。

　

今
年
１
月
現
在
、
会
員
は
16
名
で
最
年
少
は
60

歳
が
メ
ン
バ
ー
だ
。
会
員
ら
は
市
内
外
の
老
人
ホ

ー
ム
な
ど
を
訪
問
し
、
年
間
20
回
以
上
の
マ
ジ
ッ

ク
シ
ョ
ー
を
こ
な
す
。
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
広
く
、

手
か
ら
次
々
と
ト
ラ
ン
プ
が
湧
き
出
る
〝
ミ
リ
オ

ン
カ
ー
ド
〟
や
、
結
ん
だ
紐
に
輪
を
通
す
技
、
お

客
さ
ん
が
選
ん
だ
ト
ラ
ン
プ
を
当
て
る
手
品
な
ど

様
々
。
メ
ン
バ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
得
意
な
手

品
を
教
え
合
う
な
ど
し
な
が
ら
、
日
々
練
習
を
重

ね
て
い
る
。

　

畑
山
会
長
は
「
新
し
い
ク
ラ
ブ
に
な
っ
て
12
年

目
。
こ
れ
か
ら
も
マ
ジ
ッ
ク
で
地
域
を
明
る
く
し

て
い
き
た
い
。
そ
し
て
新
し
い
仲
間
を
増
や
し
、

一
緒
に
楽
し
み
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

【
お
問
合
せ
先
】

　
　

十
和
田
マ
ジ
ッ
ク
ク
ラ
ブ

　
　

会
長　

畑
山
喜
代
人

　
　

電
話　

０
１
７
６
（
２
３
）
２
５
３
１

　

（
地
域
情
報
通
信
員　

中
野
渡
靜
子
）

　

12
年
前
か
ら
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
る

グ
ル
ー
プ
「
あ
す
な
ろ
友
の
会
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
同

好
会
」
を
ご
紹
介
。

　

現
在
、
会
員
26
名
（
う
ち
男
性
が
４
名
）
が
毎

週
木
曜
日
に
青
森
市
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
で
カ
ロ

ー
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
る
。
会
員
は
お
揃
い
の

ピ
ン
ク
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
て
、
と
て
も
若
々

し
い
。
氷
上
の
カ
ー
リ
ン
グ
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て

考
案
さ
れ
た
も
の
で
、
全
国
的
に
普
及
し
て
い

る
。

　

年
齢
、
性
別
体
力
に
関
係
な
く
、
室
内
に
お
い

て
手
軽
に
楽
し
む
こ
と
が
出
来
る
。
ル
ー
ル
は
１

チ
ー
ム
３
人
の
メ
ン
バ
ー
で
、
カ
ラ
フ
ル
な
６
色

の
ロ
ー
ラ
ー
を
片
膝
を
つ
い
て
11
メ
ー
ト
ル
先
の

ポ
イ
ン
ト
ゾ
ー
ン
に
集
め
て
得
点
を
競
い
ま
す
。

こ
の
投
球
ス
タ
イ
ル
が
氷
上
の
カ
ー
リ
ン
グ
に
そ

っ
く
り
。
重
さ
２
キ
ロ
の
ロ
ー
ラ
ー
の
下
に
つ
い

て
い
る
３
個
の
車
輪
が
曲
者
で
、
ポ
イ
ン
ト
ゾ
ー

ン
を
狙
っ
て
押
し
出
す
力
加
減
に
悩
む
と
こ
ろ
。

ロ
ー
ラ
ー
の
癖
を
早
く
掴
む
こ
と
が
コ
ツ
だ
と
聞

い
た
。

　

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
毎
週
木

曜
日
の
午
後
１
時
～
４
時
ま
で
練
習
し
て
い
る
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　
　

あ
す
な
ろ
友
の
会
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
同
好
会

　
　

会
長　

吉
備
孝
子

　
　

電
話　

０
１
７
（
７
４
２
）
９
３
４
３

（
地
域
情
報
通
信
員　

吉
田
博
）

マジックで地域明るくカローリングで健康増進！
十和田マジッククラブ（十和田市）あすなろ友の会カローリング同好会（青森市）
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仲 間 づ くり  C a f e

　

ハ
ビ
ボ
会
（
八
戸
市
美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

は
、
平
成
13
年
５
月
１
日
に
発
足
し
、
会
の
目
的

は
美
術
館
と
協
力
し
な
が
ら
美
術
に
対
し
て
理
解

と
関
心
を
深
め
、
地
域
文
化
の
向
上
に
努
め
る
。

活
動
の
内
容
は
研
修
支
援
、
来
館
者
へ
展
示
作
品

や
作
家
の
説
明
・
解
説
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
研

修
講
座
を
開
き
勉
強
す
る
。
美
術
鑑
賞
旅
行
も
行

っ
て
い
ま
す
。

　

創
作
指
導
・
安
藤
会
長
の
指
導
の
も
と
、
水
彩

画
・
油
絵
入
門
講
座
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
広
報

は
年
２
回
、
ハ
ビ
ボ
通
信
を
発
行
し
、
活
動
内
容

を
載
せ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
初
め
て
三
笠
副
会
長
を
リ
ー
ダ
ー
に
し

て
八
戸
小
学
校
の
図
工
作
ク
ラ
ブ
の
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
子
供
達
の
真
剣
な
眼
差

し
、
作
品
を
手
に
し
た
喜
び
の
笑
顔
が
最
高
で
し

た
。
子
供
達
へ
の
指
導
は
、
自
分
達
の
勉
強
に
も

な
り
、
ま
た
世
代
を
越
え
た
交
流
が
栄
養
剤
・
活

力
源
に
も
な
り
ま
す
。
歳
を
と
る
と
「
き
ょ
う
い

く
が
必
要
だ
」
教
育
で
は
な
く
、
今
日
行
く
所
が

あ
る
事
は
元
気
の
素
と
会
長
は
言
う
。
大
い
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
出
掛
け
、
沢
山
の
人
と
交
流
し
、

心
豊
か
に
張
り
合
い
の
あ
る
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
送

り
ま
し
ょ
う
。

　

美
術
に
興
味
の
あ
る
方
、
ハ
ビ
ボ
会
で
一
緒
に

活
動
し
ま
せ
ん
か
？
鑑
賞
旅
行
や
納
涼
会
、
忘
年

会
な
ど
会
員
の
親
睦
を
は
か
り
楽
し
く
和
や
か

で
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
好
奇
心
の
あ
る
人
達
で
す
よ
。

【
お
問
合
せ
先
】

　
　

美
術
館
ハ
ビ
ボ
会

　
　

電
話　

０
１
７
８
（
４
５
）
８
３
３
８

　
　

会
長　

安
藤
清
一

　
　

事
務
局　

千
葉
マ
キ
子

（
地
域
情
報
通
信
員　

鈴
木
リ
ヨ
）

　

音
楽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
・
赤
と
ん
ぼ
は
、
今

か
ら
14
年
前
の
平
成
14
年
８
月
、
相
澤
保
正
さ
ん

ら
の
呼
び
か
け
で
音
楽
好
き
な
仲
間
20
名
で
発
足

し
ま
し
た
。

　

会
の
目
的
は
、
主
に
津
軽
地
方
の
福
祉
施
設
を

訪
問
し
入
所
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
に
貢
献
す
る
こ

と
。
会
員
手
作
り
の
歌
集
を
持
参
し
、
入
所
者
と

一
緒
に
な
っ
て
懐
か
し
い
歌
を
歌
っ
た
り
、
音
楽

に
合
わ
せ
て
軽
く
体
を
動
か
し
た
り
す
る
入
所
者

参
加
型
の
活
動
が
特
色
で
す
。
さ
ら
に
約
１
時
間

の
活
動
の
中
で
、
会
員
の
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
や
ギ

タ
ー
の
生
演
奏
も
楽
し
ん
で
も
ら
う
趣
向
。

　

現
在
、
会
員
は
49
名
。
こ
れ
ま
で
訪
問
し
た
施

設
は
延
べ
１
８
０
ヶ
所
、
歌
集
は
９
４
５
０
冊
作

成
し
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
喜
ば
れ
て
い
る
。

　

会
長
の
相
澤
先
生
は
音
楽
家
で
、
弘
前
医
療
福

祉
大
学
の
副
学
長
と
し
て
活
躍
。
常
々
「
介
護
予

防
に
音
楽
を
」
と
主
張

し
、
そ
の
啓
蒙
活
動
と

し
て
実
践
し
て
い
る
。

赤
と
ん
ぼ
は
地
域
に
お

け
る
福
祉
活
動
が
認
め

ら
れ
、
平
成
21
年
に
第

17
回
ろ
う
き
ん
基
金
と

日
本
善
行
会
よ
り
、
ま

た
平
成
26
年
に
は
ニ
ッ

セ
イ
財
団
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
表
彰
さ
れ
た
。

【
お
問
合
せ
先
】

　
　

会
長　

相
澤
保
正

　
　

電
話　

０
１
７
２
（
３
５
）
２
４
３
５

（
地
域
情
報
通
信
員　

本
間
操
）

世代を超えた交流が栄養剤福祉活動に音楽を！
ハビボ会（八戸市）音楽ボランティア協会 “赤とんぼ ”（弘前市）
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い

き生
い

きシニア 　生きがい見つけた

　

弘
前
市
内
を
拠
点
に
、周
辺
の
福
祉
施
設
を
訪
問
し
て
い
る〝
音
楽
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
協
会
・
赤
と
ん
ぼ
〟。そ
の
メ
ン
バ
ー
で
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
奏
者
と
し
て
活

躍
し
て
い
る
の
が
、誇
り
高
き
三
上
さ
ん
で
あ
る
。

　

小
学
校
校
長
を
退
職
後
、弘
前
市
・
城
東
学
園
の
講
師
へ
。そ
の
時
、同
学
園
の

教
授
で
あ
っ
た
相
澤
保
正
氏
よ
り
誘
い
を
受
け
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
持
参
で
67
歳

か
ら
本
格
的
に
練
習
を
始
め
た
。

　

三
上
さ
ん
は
戦
後
の
混
沌
と
し
た
時
代
、中
学
生
だ
っ
た
。あ
る
時
、ド
サ
回

り
の
楽
団
が
村
の
集
会
所
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。そ
の
時
の
主
役
は
ア
コ
ー

デ
ィ
オ
ン
だ
っ
た
。そ
の
甘
い
軽
快
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
、当
時
の
暗
い
世
相
に
ポ

ッ
カ
リ
と
灯
る
明
か
り
の
よ
う
な
感
じ
で
目
に
焼
き
付
い
た
。い
つ
か
自
分
も

―
。

　

そ
の
後
、小
学
校
の
先
生
時
代
に
音
楽
教
育
の
研
究
所
に
所
属
し
、リ
ー
ド
合

奏
の
器
楽
教
育
に
関
係
し
な
が
ら
子
供
達
に
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
指
導
も
し
て
い

た
。そ
の
時
は
指
導
独
奏
用
の
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
は
持
っ
て
い
た
が
、左
手
の
ベ

ー
ス
部
分
の
演
奏
に
自
信
が
持
て
な
か
っ
た
。退
職
を
機
に
、正
し
く
習
お
う
と

Ｎ
Ｈ
Ｋ
青
森
の
放
送
講
座
に
参
加
、

研
鑚
を
積
ん
だ
。

　

今
で
は「
誰
か
故
郷
を
想
わ
ざ

る
」「
異
国
の
丘
」「
国
境
の
町
」「
り

ん
ご
村
か
ら
」な
ど
懐
メ
ロ
や
昭

和
歌
謡
曲
を
演
奏
し
人
気
を
集
め

て
い
る
。

　

今
後
の
抱
負
と
し
て「
85
歳
に

な
り
、年
毎
に
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン

を
弾
く
こ
と
が
楽
し
い
。生
き
甲

斐
を
感
じ
、今
で
は
健
康
法
に
も

な
っ
て
い
ま
す
」と
三
上
さ
ん
は

語
っ
た
。

（
編
集
委
員　

本
間
操
）

木
工
の
魅
力
に
引
か
れ
て

森
の
名
手
・
名
人  

大
坊
健
三
さ
ん（
田
子
町
・
75
歳
）

軽
快
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
魅
力

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
奏
者  

三
上
和
敏
さ
ん（
青
森
市
浪
岡
・
85
歳
）

　
「
森
の
名
手
・
名
人
」加
工
部

門
に
認
定
さ
れ
て
い
る
大
坊

さ
ん
を
訪
問
し
た
。

　

平
成
５
年
ま
で
北
海
道
で

大
工
と
し
て
働
き
、
翌
年
か

ら
原
材
料
の
豊
富
な
田
子
町

で
木
工
製
作
を
し
て
い
る
。

「
木
々
に
は
皆
そ
れ
ぞ
れ〝
木

の
喜
ぶ
形
が
あ
る
〟木
に
は
枝

や
節
も
あ
り
、一
瞬
見
て
ど
の

よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
に
す
る
か
、

木
が
一
番
喜
ぶ
形
に
し
て
い

く
の
が
楽
し
み
で
す
」と
い
う
。

　

作
品
の
特
徴
は
幹
の
曲
線

や
節
を
活
用
し
、出
来
上
が
り

を
想
像
す
る
。釘
を
使
わ
ず
枘ほ

ぞ

孔あ
な

を
ほ
っ
て
は
め
る
だ
け
。そ

う
す
る
と
個
性
が
で
る
。

　

デ
ザ
イ
ン
も
独
創
的
で
使

用
す
る
に
も
合
理
的
。木
は
無

限
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る

の
で「
木
の
持
つ
素
晴
ら
し
さ
、

温
も
り
、木
工
の
魅
力
と
加
工
に
興
味
を
持
っ
て

貰
い
た
い
」と
子
供
達
に
も
積
極
的
に
出
向
い
て

指
導
も
し
て
い
る
。

　

作
業
場
に
は
ス
ギ
・
エ
ン
ジ
ュ
・
ナ
ラ
・
タ
モ
・

カ
ツ
ラ
・
イ
タ
ヤ
・
カ
エ
デ
等
が
山
と
積
ま
れ
、輪

切
り
に
し
た
円
い
も
の
や
、角
材
を
切
っ
た
も
の

が〝
次
に
〟と
自
分
の
出
番
を
待
っ
て
い
る
。と
に

か
く
木
に
つ
い
て
、作
品
に
つ
い
て
の
話
に
熱
意

を
感
じ
た
。

　

木
の
心
を
知
り
尽
く
し
た
職
人
が
、木
を
慈
し

ん
で
製
作
し
て
い
る
。今
後
も
斬
新
な
発
想
で
ご
活
躍
を
祈
念
致
し
ま
す
。

（
地
域
情
報
通
信
員　

相
馬
勝
英
）
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福
祉
施
設
な
ど
で
演
奏

ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス
奏
者  

柿
崎
勉
さ
ん（
青
森
市
・
69
歳
）

　

青
森
市
在
住
の
柿
崎
勉
さ
ん
は
、大
の
音
楽
好
き
の
69
歳
。楽
器
と
の
出
会
い

は
、中
学
３
年
の
頃
、兄
が
買
っ
た
ジ
ャ
ズ
ド
ラ
ム
が
最
初
だ
っ
た
。

　

独
学
で
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
や
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
曲
に
合
わ
せ
夢
中
で
練
習
し
た
の

が
、楽
器
に
は
ま
っ
た
き
っ
か
け
。以
来
、吹
奏
楽
の
名
門
青
森
山
田
高
校
、青
森

県
信
用
組
合
で
大
活
躍
し
た
。

　

青
森
山
田
高
校
の
吹
奏
楽
部
で
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
３
年
間
担
当
し
、吹
奏
の

基
礎
を
た
っ
ぷ
り
仕
込
ま
れ
た
。こ
の
経
験
が
後
々
の
音
楽
活
動
に
生
か
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、青
森
信
用
組
合
吹
奏
楽
部
時
代
に
そ
の
素
質
が
大
き
く
開
花

さ
れ
た
。ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス
、ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、指
揮
な
ど
を
担
当
し
、音
楽
活
動

で
一
番
充
実
し
た
時
。１
９
８
１
年
に
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、

自
分
の
一
番
好
き
な
ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス
を
吹
い
て
金
賞
を
受
賞
し
た
時
が
人
生

最
高
の
思
い
出
と
語
っ
て
く
れ
た
。

　

退
職
後
も
愛
用
の
サ
ッ
ク
ス
を
手
に
各
地
区
で
の
演
奏
会
や
音
楽
教
室
な
ど

の
活
動
を
続
け
な
が
ら
、福
祉
施
設
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
依
頼
で
演
奏
を

楽
し
ん
で
い
る
。

　

平
成
27
年
９
月
デ
ビ
ュ
ー
し
た

段
ボ
ー
ル
太
鼓
、あ
す
な
ろ
友
の

会
Ｄ
Ｂ（
段
ボ
ー
ル
の
略
）太
鼓
集

団「
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
」の
リ
ー
ダ
ー
。日

本
一
の
段
ボ
ー
ル
太
鼓
集
団
を
目

指
す
夢
も
あ
る
。

　

現
在
は
、毎
月
第
１
土
曜
日
に

市
内
の
カ
フ
ェ
シ
ョ
ッ
プ「
グ
ル

ッ
ペ
」に
集
ま
り
、気
の
お
け
な
い

音
楽
仲
間
達
と
フ
ァ
ン
と
の
飲
み

会
、即
興
の
演
奏
が
と
て
も
楽
し

い
と
話
し
て
く
れ
た
。

（
地
域
情
報
通
信
員　

吉
田
博
）

ヘルスアップ
（青森県食生活改善推進員連絡協議会「ヘルスアップcooking」より）

Cooking

33

長いもの簡単ピザ
おやつ（県産品）

材料（１枚分）

作 り 方

長いも………………………… 1/4 本（120g）

米粉（または小麦粉） …………………… 60g

スキムミルク………………………………… 5g

トマトケチャップ…………………… 大さじ 3

玉ねぎ……………………………1/4 個（40g）

ピーマン…………………………… 1 個（30g）

ベーコン…………………………… 1 枚（30g）

ピザ用チーズ……………………………… 40g

エネルギー 111 kcal
たんぱく質 4.1 g
脂質 4.2 g

カルシウム 64 mg
鉄 0.3 mg
食塩相当量 0.5 g

１． 長いもは洗って皮をむき、ボウルにすりおろす。米粉
とスキムミルク、塩を加え泡立て器でよく混ぜる。

２． 玉ねぎとピーマンはせん切り、ベーコンは食べやすく
切る。

３． フライパンに１の生地を流し入れ、丸く広げるように
形を整えたら弱火にかけ、ふたをしてじっくりと７～
８分焼く。焦げ色がついたら裏返し、トマトケチャッ
プを全体にぬる。２をのせ、チーズをまんべんなく散
らし、ふたをして焼く。玉ねぎとピーマンがしんなり
してチーズが溶けたら完成。

１人分の
栄養量

（1/6 枚）

【野菜の摂取量】 70g

～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～
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あすなろ友の会の活動
「あすなろ友の会」は、高齢者の生きがいと健康づくり及び
仲間づくりの推進を目的に自主的に活動しています。

▼
上
十
三
支
部

集
中
生
活
の
分
岐
点

　

時
節
柄
室
内
活
動
に
向
か
い
11
月
４
日
十
和
田
市
総
合
体
育
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
健
全
身
体
の
維
持
向
上
の
た
め
市
ユ
ニ
カ
ー
ル
協

会
員
と
親
善
競
技
を
実
施
し
た
。

　

練
習
の
後
、
プ
レ
ー
の
合
図
で
全
員
無
言
に
。
目
先
は
セ
ン
タ
ー

サ
ー
ク
ル
に
集
中
し
、
手
の
ひ
ら
に
汗
を
握
り
出
番
と
作
戦
指
示
を

待
つ
様
子
は
真
剣
そ
の
も
の
。
最
初
は
指
示
点
に
到
達
せ
ず
悲
鳴
、

頭
に
手
を
や
り
な
が
ら
も
次
第
に
上
達
し
、
額
が
汗
ば
み
微
笑
が
見

え
た
。
ど
ん
ど
ん
「
技
」
も
上
昇
し
調
子
が
出
て
く
る
。
結
果
、
Ａ

ブ
ロ
ッ
ク
１
位
大
空
、
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
１
位
流
星
、
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
１
位

サ
ク
ラ
と
な
っ
た
。

　

12
月
７
日
に
は
健
康
寿
命
一
助
の

料
理
教
室
を
十
和
田
南
公
民
館
で
石

井
京
子
先
生
の
ご
指
導
で
実
施
。
シ

ン
プ
ル
野
菜
活
用
調
理
で
す
い
と
ん

汁
、
野
菜
大
根
な
ま
す
、
紅
玉
リ
ン

ゴ
煮
を
作
る
。
各
班
手
分
け
し
て
調

理
し
、
色
味
と
も
に
美
味
し
い
料
理

が
完
成
。
早
速
み
ん
な
で
頂
き
後
始

末
へ
。
そ
の
後
、
先
生
の
昔
コ
小
話

で
楽
し
く
終
了
し
た
。

（
上
十
三
支
部　

武
田
茂
）

▼
津
軽
支
部

珍
プ
レ
ー
に
笑
い
絶
え
ず

▽�　

２
月
16
日
（
火
）
、
弘
前
市
高
崎
の
Ｖ
ボ
ウ
ル
ｃ
ａ
ｆ
ｅ
弘
前

で
恒
例
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
親
睦
交
流
会
が
開
か
れ
た
。
37
名
が
参
加

し
、
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
し
て
の
熱
い
プ
レ
ー
、
力
み
過
ぎ
て
フ
ロ

ア
に
球
を
落
と
し
た
り
、
滑
っ
て
転
ん
だ
り
で
笑
い
が
絶
え
な
か

っ
た
。
参
加
者
は
60
代
か
ら
最
高
は
82
歳
の
シ
ニ
ア
と
あ
っ
て
、

レ
ー
ン
両
側
の
フ
レ
ー
ム
を
立
て
て
ガ
タ
ー
無
し
の
２
ゲ
ー
ム
が

行
わ
れ
た
。

　

�　

熱
戦
の
結
果
、
総
合
優
勝
は
坂
田
武
博
さ
ん
（
２
５
７
点
）
準

優
勝
は
本
間
操
さ
ん
（
２
５
６
点
）
、
各
レ
ー
ン
の
１
位
は
次
の

通
り
。

　

�　

１
レ
ー
ン
石
郷
岡
小
女　

２
レ
ー
ン
鹿
野
甚
悦　

３
レ
ー
ン
岡

野
勇
司　

４
レ
ー
ン
坂
田
武
博　

５
レ
ー
ン
対
馬
幸
光　

６
レ
ー

ン
本
間
操　

７
レ
ー
ン
本
間
晴
子　

８
レ
ー
ン
鳴
海
紀

▽�　

穏
や
か
に
晴
れ
た
１
月
22
日
、
約
60
名
が
参
加
し
弘
前
市
民
会

館
で
音
楽
セ
ミ
ナ
ー
が
開
か
れ
た
。
講
師
は
弘
前
医
療
福
祉
大
学

教
授
・
副
学
長
の
相
澤
保
正
先
生
。

　

�　

今
回
は
「
桃
太
郎
」
「
金
太
郎
」

な
ど
の
昔
話
に
材
を
取
っ
た
童
謡
、

「
ラ
・
ク
カ
ラ
チ
ャ
」
「
コ
サ
ッ
ク

の
子
守
歌
」
な
ど
の
外
国
民
謡
を
歌

う
。

　

�　

先
生
は
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
美
し
い
民

謡
が
今
に
残
っ
て
い
る
と
い
う
。
さ

ら
に
、
ア
メ
リ
カ
民
謡
は
明
る
く
、

ロ
シ
ア
民
謡
は
重
く
愁
い
に
満
ち
て

い
る
憂
愁
を
含
ん
だ
メ
ロ
デ
ィ
ー
が

ヒ
ッ
ト
す
る
そ
う
だ
。

　

�　

終
わ
り
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
東
日
本
大
震
災

復
興
支
援
ソ
ン
グ
「
花
は
咲
く
」
の

大
合
唱
で
幕
を
閉
じ
た
。

（
津
軽
支
部　

本
間
操
・
鳴
海
紀
）
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▼
下
北
支
部

小
さ
な
忘
年
会
で
大
き
な
交
歓
に
満
悦

　

12
月
10
日
（
木
）、
昨
年
と
続
け
て
２
回
目
の
「
む
つ
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」

で
の
忘
年
会
。

　

ど
う
な
る
こ
と
か
と
心
配
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ
た
が
、
何
年
か
ぶ
り

で
元
気
な
顔
を
見
せ
て
く
れ
た
会
員
、
今
年
初
め
て
参
加
し
た
会
員
な
ど
、
和

気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
進
め
ら
れ
た
。

　

少
し
ア
ル
コ
ー
ル
が
入
る
と
元
気
に
な
り
「
カ
ラ
オ
ケ
」
に
ト
ラ
イ
。
懐
か

し
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
る
と
自
然
に
歌
い
出
し
、
女
性
に
リ
ー
ド
さ
れ
て

１
・
２
・
３
と
踊
り
出
し

た
。
気
軽
に
声
を
掛
け

合
い
な
が
ら
も
笑
い
声

が
飛
び
交
い
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
に
も
、

み
ん
な
真
剣
だ
。

　

夢
の
花
が
咲
い
た
、

世
界
一
大
き
い
心
の
触

れ
合
い
（
交
歓
）
が
で

き
た
忘
年
会
。
懐
か
し

い
曲
に
合
わ
せ
て
歌
っ

た
り
踊
っ
た
り
、
笑
い

の
中
に
も
生
き
生
き
と

歌
っ
て
踊
っ
て
、
若
返

っ
た
気
分
の
楽
し
い
一

日
で
あ
っ
た
。

　

来
年
も
是
非
や
り
ま

し
ょ
う
！
と
約
束
し
て

散
会
し
た
。

（
下
北
支
部　

祐
川
猛
）

▼
青
森
支
部

イ
ル
カ
シ
ョ
ー
と
さ
か
な
く
ん
の
出
会
い

　

11
月
13
日
、
48
名
の
参
加
で
浅
虫
水
族
館
見
学
を
実
施
し
た
。
浅
虫
バ
イ
パ

ス
か
ら
少
し
離
れ
た
小
高
い
場
所
の
水
族
館
前
で
ま
ず
は
集
合
写
真
。
吉
田
支

部
長
挨
拶
の
あ
と
入
館
。
孫
が
大
き
く
な
り
、
し
ば
ら
く
来
て
い
な
か
っ
た
と

い
う
会
員
も
、
久
し
ぶ
り
の
水
族
館
で
魚
に
触
っ
た
り
、
ア
シ
カ
の
餌
付
け
を

見
た
り
、
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
で
は
ジ
ャ
ン
プ
に
よ
る
冷
水
の
洗
礼
を
受
け
楽
し
ん

だ
。

　

昼
食
会
場
の
ホ
テ
ル
椿
館
で
は
、
昼
食
後
に
「
ゴ
ニ
ン
カ
ン
（
津
軽
発
祥
の

ト
ラ
ン
プ
ゲ
ー
ム
）」
で
盛
り
上
が
り
、
水
族
館
の
仲
間
達
か
ら
パ
ワ
ー
を
貰

っ
た
一
日
で
し
た
。

▽�　

12
月
11
日
に
は
ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森
に
１
０
５
名
の
仲
間
が
集
ま
り
「
27

年
歌
声
＆
ギ
タ
ー
・
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
の
集
い
」
を
開
催
。
プ
ロ
で
活
躍
し

た
ジ
ョ
ニ
ー
小
坂
さ
ん
が
「
月
が
と
っ
て
も
青
い
か
ら
」
を
ハ
ー
モ
ニ
カ
で
、

ギ
タ
ー
リ
ス
ト
藤
本
隆
平
さ
ん
が
「
愛
の
讃
歌
」
を
演
奏
し
、
参
加
者
か
ら

盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
皆
で
「
赤
と
ん
ぼ
」「
ふ
る
さ
と
」

等
を
歌
っ
て
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
。
食
事
の
後
は
サ
キ
ソ
フ
ォ
ン
演
奏
に
よ
る

曲
当
て
ク
イ
ズ
が
行
わ
れ
、前
奏
部
分
だ
け
で
ピ
ン
と
く
る
人
が
多
数
お
り
、

景
品
の
リ
ン
ゴ
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　

�　

童
謡
や
懐
か
し
の
リ
バ
イ
バ
ル
ソ
ン
グ
20
曲
に
、
ハ
ン
カ
チ
で
目
頭
を
覆

い
な
が
ら
歌
っ
て

い
る
姿
も
見
ら
れ
、

青
春
時
代
を
思
い

出
し
な
が
ら
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。

（
青
森
支
部　

對
馬

明
帆
・
西
塚
幸
弘
）
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青森県消費生活センター

飲み物や汁物の突沸（とっぷつ）にご注意を！

【事例１】牛乳をカップに入れて電子レンジで

温めたら、爆発音がして半分以上の牛乳が庫内

に飛び散った。今まで毎日のように同様の方法

で牛乳を温めていたが、このようになったのは

初めてだ。 （70 代 男性）

【事例２】みそ汁の入った鍋をガスこんろで温

め直したところ、みそ汁から突然ポンと破裂音

がして中身が飛び散り鍋も飛んだ。

（60 代 女性）

アドバイス

飲み物等を加熱した場合、爆発するように沸騰し、中身が飛び散る「突沸（とっぷつ）」

という現象が起こることがあります。突沸は前触れなく、ちょっとした振動でも起こるた

め、やけどを負うおそれがあります。

電子レンジで飲み物を温める時は、温め過ぎないようにしましょう。もし、温め過ぎた

場合は、扉を開けずに１～２分冷やしてから取り出しましょう。

ガスこんろや IH クッキングヒーターを使ってみそ汁等の液体を温め直す時は、火力を弱

めにしてかき混ぜながら行いましょう。

■詳しくはこちらまで

くらしの情報♪

消費者ホットライン ☎
（局番なし）

１８
い や

８
や！

（お近くの消費生活センターにつながります）

消費者ホットラインは、くらしのさまざまなトラブルの相談を受付けています。相談は無料で秘密厳守です。

どんな小さな不安でも困った時は気軽に相談してください。

青森県消費生活センター ☎０１７－７２２－３３４３

〒030-0822 青森市中央３－２０－３０ 県民福祉プラザ５階

●受付時間／平日 9:00～17:30 土・日・祝 10:00～16:00 ●休日／年末・年始
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雀
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ピ
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ー
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む
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発
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会
の
歌
や
踊
り
が
は
な
や
き
て

シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
の
仲
間
の
笑
顔

夏
泊
白
波
寄
り
て
吾
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句
碑
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雪
を
ま
と
ひ
て
と
も
が
ら
を
待
つ

マ
イ
ナ
ン
バ
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困
っ
て
し
ま
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落
し
物

機
器
類
は 

孫
に
教
わ
る 

年
と
な
り

初
春
の 

鯉
さ
ざ
波
の 

重
ね
合
ひ

　ついに北海道新幹線が３月２６日にデビューとなりました。今回の表紙は、本州と北海道を結ぶ新たな
地域の顔として出来た「奥津軽いまべつ駅」を掲載。青函トンネルをイメージしたゲート風のデザインで、シ
ンプルながらお洒落な駅です。観光に訪れた皆さまに青森県ファンになって頂けるよう、青森の魅力をＰＲ
していきましょう！（路）

編集
 後記

八戸洋子（青森市）

　

最
近
、
テ
レ
ビ
放
映
等
で
「
認
知
症
予
防
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
軽
度
認
知
障
害
（
Ｍ
Ｃ

Ｉ
）
の
人
は
「
歩
行
速
度
が
遅
く
、
歩
幅
が
狭
く
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
」
こ
と
や

予
防
策
と
し
て
「
早
歩
き
」
等
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

青
森
県
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
連
盟
で
は
、
五
所
川
原
市
か
ら
の
委
託
事
業
と
し

て
、
昨
年
の
４
月
か
ら
月
２
回
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク

（
ポ
ー
ル
２
本
を
使
っ
て
歩
く
全
身
運
動
）
の
体
感
会
を
五
所
川
原
市
生
き
活
き
セ
ン
タ
ー

で
実
施
し
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
の
な
か
で
計
４
回
、
参
加
者
の
「
歩
行
速
度
や
歩
幅
」
を
計
測
し
た
が
、
参
加

者
の
半
数
以
上
で
歩
行
速
度
の
ア
ッ
プ
、
歩
幅
の
増
の
測
定
結
果
が
得
ら
れ
た
。

　

た
だ
、
こ
の
結
果
は
、
月
２
回
の
事
業
で
の

体
験
以
外
に
自
前
の
ポ
ー
ル
を
準
備
し
、
週

２
、
３
回
程
度
日
課
と
し
て
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・

ウ
ォ
ー
ク
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
要

因
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
の
測
定
結
果
等
に
つ
い
て
は
、
平

成
28
年
４
月
か
ら
青
森
県
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・

ウ
ォ
ー
ク
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
予

定
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

青
森
県
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
連
盟

　
　

電
話　

０
１
７
２

－

８
３

－

３
０
０
０

　
　
　
　
　

（
岩
木
山
観
光
協
会
内
）

　
　

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://nordic-w
alk.aom

ori.jp

絵葉書

認
知
症
予
防
と
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク

課外活動（浅虫温泉森林公園ウォーク）
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編集・発行　青森県長寿社会振興センター
〒030－0822  青森市中央３丁目20－30  県民福祉プラザ３階  Tel ： 017－777－6311  Fax ： 017－735－1160

ホームページ　http://www.choju-aomori.or.jp/

県庁

N

市役所

浦町小学校

青森市総合
福祉センター

県民福祉プラザ

県民福祉プラザ
第二駐車場

　ポリテク
センター青森

国土交通省
青森河川国道事務所

ハローワーク
青森

青
森
駅

アスパム

　青森県
教育会館

NTT

平和
公園

浅虫→国道←弘前

（
中
央
大
橋
）

十
和
田
湖
↓

（
観
光
通
り
）

P

〒 030 － 0822  青森市中央３－２０－３０  県民福祉プラザ３階
ＴＥＬ  ０１７－７７７－６３１１（代表） 　 ＦＡＸ  ０１７－７３５－１１６０
 ホームページ　http：// ｗｗｗ.choju － aomori.or.jp

●交通機関／・市営バス～青森公立大学線、市民病院線「働く女性の家」下車１分
　　　　　　 ・国道経由「市役所前」「ＮＴＴ前」下車、徒歩 15 分前後
●駐 車 場／・駐車スペースが少ないので、公共交通機関をご利用ください。

ペタンク（屋外用）

ラダーゲッター

公式ワナゲ

スカイクロス

ターゲット・バードゴルフ

カローリング

ユニカール

ペタンク（屋内用）

ディスク・ゴルフ

カーリンコン

クロリティー

ノルディックウォーキング

グラウンド・ゴルフ

●�借用にあたっては、あらかじめ電
話でご確認ください。
●�用具の搬出入は、借用する方に対
応していただいております。
●貸出期間は要相談。

ニュースポーツ用具を貸出していますので、
お気軽にお問い合わせください

お問い合せ先


